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いるのは,D.F.Brewer,∫.G.Dashである｡又,少 し,異なった方法 (主に第 3,








































第 1図 DensityoftheHe4film aboutthefirsttwo
statistic｡llayer;onvycor(Brewerl)による)











































monolayer Sp.hL. energyEo. OD2

























? ??? ?? ?? ?? ? ?? ー ? ? ?
?
????










イルムがうすくなると比熱極大の温度 Tp と超流動がおこる温度 T｡が異 った値 をも
つ様になる｡､(第4図 )
即ち, Tp とToの間の温度では超流動は存在しないが, correlated phase が存
在する｡
フイルムの厚さをうすくすると,表面積 と体積の割合が変化して,表面効果が大き
くなり,表面波 (リブロンモー ド)がきいてくる｡この事は,逆にVycor上 のフ イ
ルムの寧みを増 して,自由表面をなくしても観測される｡




ロ トンによる比熱 AT,3/占e-A/kTと仮定 して,それらを多層のフイルムの比熱の実験結果
からひきさると,
(Cf-∑ Cn-CobsIC1- C2 ),Cfは T<1･8Kn>2
以下では,バ′レクの- リウム液体の比熱の値とよく一致する｡











ス トレー トにチッソやアルゴンを毅着させ,その上に- リウムフイルムを攻着させ､た
場合,-リウムの比熱に変化があらわれる｡ (第5図 ) 又,同様な事がフイルムの
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第 5図 Ⅴ｡riati.n｡fthespecificheat｡f-theH｡4 filmatth｡ふaximum
intheanomaly asa functionoffilm thickness･(Brewerl)による)
He3のフイルムのNMR
1) Tl (`spinlatticerelaxationtime)はフイルムの厚 さによって,あまりか
わらない｡ (数 100m SeC)
2) 単層のTlは温度依存性が, 0.4<T<1.2Kの間でなく,Vycorの穴をHeでみ
たすと700mSeCから850mSeCに変化する｡
3) 帯磁率の測定結果は,第6図の様で,第 1,2層は,その上の層 と磁気的に独立
にふるまい,それより上の層は,バルク液体と同様な帯磁率をもっ結果が出ている｡
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液体-リウムの実験のレビュー(2) 槍 原 氏 (東教大 ･理 )










(槍原氏 )He原子を吸着させる際に, Substrateの表面温度,He ガスの流入量等
を,一様にしてやれば,或程度は出来る筈O
(栗原氏 )帯磁率の温度変化をみれば, Curielawに近いか, Pauriparaに近いか
で,He原子がmobileかどうか,`或程度の区別が出来ると思 うが ?
(楢原氏 )第-層では,Curielawに近いと言われている｡
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